

















































































































































　　　　　　　 （2005 年 6 月 4 日撮影）
写真2　タケと樹木（茶）による二段構えの木津川水害防備林
　　　　　（2005 年 4 月 3 日撮影）
写真3　桂離宮　タケを生かしたまま編み込み，垣根として
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写真4　信玄堤　御幸祭「神輿練り」（2007 年 4 月 15 日撮影）
担ぎ手の独特な 2 拍子のステップ「神輿練り」は , 小刻みに隙間なく












































































































　宮崎県は 1961 年より霞堤を治水対策に取り入れた北川河川改修を行ったが，その途上の 1997 年
9 月台風 19 号の影響による集中豪雨により，浸水面積 880ha，家屋事業所被害 2000 戸にのぼる被
害が発生した。2 ヵ月後，1997 年河川法改正後初の ｢河川激甚災害対策特別緊急事業（激特）｣ 指

























　2005 年台風 14 号の際には，北川上流域の柚ヶ内観測所（国土交通省）で，9月 4 ～ 6 日の総雨
量 903mm，町の中心に設置された熊田観測所は同期間の総雨量 512mmと記録的豪雨を観測した。




　2005 年 4，5 月の調査，および 2005 年台風 14 号後の現地調査と聞き取りに基づいて検証すると，
谷底平野のほとんど全域が水没し，場所によっては道路面から 8mを超える浸水となったことが確
認でき，中流域全体が遊水地として機能したことがわかる。しかし，水位は激特工事の効果が現れ，
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居や，約 3m 土盛りをしている住居（写真 10・
奥）も多く見られる。商店（写真 10・手前）
は嵩上げしておらず，2004 年は 2 階床上まで，





















　　　　 （2005 年 9 月 22 日影）
写真8　山裾に3m以上の土盛をなし，かつ輪中のように
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